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1.  平成25年3月期第1四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第1四半期 8,438 0.9 2,572 △3.4 2,367 △3.2 1,180 △14.7
24年3月期第1四半期 8,367 △2.3 2,663 2.8 2,445 8.3 1,384 ―

（注）包括利益 25年3月期第1四半期 656百万円 （△45.9％） 24年3月期第1四半期 1,213百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第1四半期 10.12 ―
24年3月期第1四半期 11.87 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第1四半期 297,020 120,073 40.0
24年3月期 295,837 120,058 40.1
（参考） 自己資本   25年3月期第1四半期  118,740百万円 24年3月期  118,736百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 5.50 ― 5.50 11.00
25年3月期 ―
25年3月期（予想） 5.50 ― 5.50 11.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 17,000 1.0 5,000 △3.0 4,400 △3.9 2,300 14.1 19.72
通期 34,000 1.0 9,700 △4.5 8,400 △5.7 4,700 △0.8 40.30



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）第１四半期より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合」に該当しております。詳
細は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示をご覧く
ださい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基 
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について 
は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期1Q 116,851,049 株 24年3月期 116,851,049 株
② 期末自己株式数 25年3月期1Q 218,896 株 24年3月期 218,840 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期1Q 116,632,195 株 24年3月期1Q 116,632,484 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、生産や輸出、企業収益等に持ち直しの動きが見られ、緩

やかな回復傾向にありましたが、一方、欧州債務危機や電力供給の制約の問題等、景気の先行きは依然として

不透明な状況が続いております。 

オフィスビル業界におきましては、主要都市の空室率が引き続き高水準で推移しており、賃料水準も弱含み

の状況が続いております。 

このような状況の下、当社グループは積極的な営業活動を展開する一方、テナントサービスの一層の向上に

努めました結果、全体として高水準の入居状況を確保することができました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 ①土地建物賃貸事業 

  既存ビルの一部は減収となりましたが、前期に取得したベトナム子会社のオフィスビル「サイゴン・タワー」

が収益に寄与したことにより、売上高は６，４７５百万円と１４百万円（前年同期比０．２％）の増収となり

ました。費用面では、既存ビルの減価償却費が減少等いたしましたが、リニューアル工事等に伴う修繕費の増

加等により営業費用が増加し、営業利益は２，７０６百万円と９５百万円（前年同期比３．４％）の減益とな

りました。 

 ②ビル管理事業 

  新規受託契約の受注等により、営業収益は１，８７６百万円と５９百万円（前年同期比３．３％）の増収と

なり、営業利益は１４２百万円と４百万円（前年同期比３．６％）の増益となりました。 

 ③その他 

売上高は８６百万円と２百万円（前年同期比３．３％）の減収となり、営業利益は２８百万円と３百万円（前

年同期比１０．６％）の減益となりました。 

 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は８，４３８百万円と７１百万円（前

年同期比０．９％）の増収、営業利益は２，５７２百万円と９１百万円（前年同期比３．４％）の減益となり

ました。 

 

営業外損益では、金融収支が若干改善いたしましたが、経常利益は２，３６７百万円と７８百万円（前年同

期比３．２％）の減益となりました。 

なお、特別損失として、前年同期は投資有価証券評価損６８百万円を計上したのに対して、当第１四半期連

結累計期間は建替関連損失、投資有価証券評価損および固定資産除却損計４１６百万円を計上いたしました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の純利益は１，１８０百万円と２０３百万円（前年同期比１４．７％）

の減益となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて１，１８３百万円増加し、

２９７，０２０百万円となりました。主な要因は、ダイビル本館新築工事に伴う建設仮勘定の増加

（３，３８２百万円）、減価償却による建物及び構築物の減少（９６２百万円）、株価の下落等に伴う投資有価

証券の減少（１，３８０百万円）等であります。 

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて１，１６８百万円増加し、

１７６，９４７百万円となりました。主な要因は、有利子負債の増加（３，５００百万円）、未払法人税等の減

少（１，４６８百万円）、受入敷金保証金の減少（３３６百万円）、株価の下落等による繰延税金負債の減少

（４０２百万円）等であります。 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて１４百万円増加し、

１２０，０７３百万円となりました。利益剰余金の増加（５３９百万円）、その他有価証券評価差額金の減少 

（８４８百万円）、為替換算調整勘定の増加（３１３百万円）等が主な要因であります。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成２４年４月２７日公表の数値を修正しておりません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
 
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成 24 年 4 月 1日

以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

 なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。 

 

 

 

ダイビル㈱（8806）平成25年3月期 第１四半期決算短信

3



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,087 4,709

営業未収入金 746 813

たな卸資産 29 25

繰延税金資産 303 149

その他 168 575

貸倒引当金 △6 △7

流動資産合計 6,330 6,265

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 85,452 84,489

土地 148,125 148,123

信託土地 31,231 31,231

建設仮勘定 3,069 6,452

その他（純額） 698 661

有形固定資産合計 268,577 270,957

無形固定資産   

のれん 1,145 1,194

その他 4,935 5,166

無形固定資産合計 6,080 6,361

投資その他の資産   

投資有価証券 13,071 11,691

繰延税金資産 70 66

その他 1,724 1,695

貸倒引当金 △17 △17

投資その他の資産合計 14,849 13,435

固定資産合計 289,507 290,754

資産合計 295,837 297,020
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

1年内返済予定の長期借入金 2,755 12,755

コマーシャル・ペーパー 5,000 4,500

未払法人税等 2,040 571

役員賞与引当金 44 －

その他 4,107 4,043

流動負債合計 13,948 21,871

固定負債   

社債 70,000 70,000

長期借入金 51,312 45,312

受入敷金保証金 26,094 25,758

繰延税金負債 3,850 3,448

再評価に係る繰延税金負債 9,338 9,338

退職給付引当金 653 668

役員退職慰労引当金 385 346

その他 194 203

固定負債合計 161,830 155,076

負債合計 175,778 176,947

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,227 12,227

資本剰余金 13,852 13,852

利益剰余金 77,354 77,893

自己株式 △141 △141

株主資本合計 103,293 103,832

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,564 3,715

土地再評価差額金 10,879 10,879

為替換算調整勘定 － 313

その他の包括利益累計額合計 15,443 14,907

少数株主持分 1,321 1,332

純資産合計 120,058 120,073

負債純資産合計 295,837 297,020
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

営業収益 8,367 8,438

営業原価 4,984 5,136

営業総利益 3,383 3,302

販売費及び一般管理費 719 729

営業利益 2,663 2,572

営業外収益   

受取利息 1 10

受取配当金 187 193

その他 8 3

営業外収益合計 197 207

営業外費用   

支払利息 401 393

その他 13 19

営業外費用合計 415 412

経常利益 2,445 2,367

特別損失   

建替関連損失 － 328

投資有価証券評価損 68 66

固定資産除却損 － 21

特別損失合計 68 416

税金等調整前四半期純利益 2,377 1,951

法人税、住民税及び事業税 907 606

法人税等調整額 62 152

法人税等合計 969 759

少数株主損益調整前四半期純利益 1,407 1,191

少数株主利益 23 10

四半期純利益 1,384 1,180
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,407 1,191

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △194 △848

為替換算調整勘定 － 313

その他の包括利益合計 △194 △535

四半期包括利益 1,213 656

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,190 645

少数株主に係る四半期包括利益 23 10
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（３）継続企業の前提に関する注記 

  該当事項はありません。 

 

（４）セグメント情報等 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成 23 年４月１日 至 平成 23 年６月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

 

土地建物 

賃貸事業 

ビル 

管理事業
計 

その他 

（注１）
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注３） 

売 上 高 

外部顧客への売上高 6,460 1,817 8,278 89 8,367 － 8,367

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 23 442 465 0 465 △465 －

計 6,484 2,259 8,743 89 8,833 △465 8,367

セグメント利益 2,801 137 2,939 31 2,970 △306 2,663

 
（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産仲

介等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△306 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△306 百万円であり
ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費用であり
ます。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成 24 年４月１日 至 平成 24 年６月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

 

土地建物 

賃貸事業 

ビル 

管理事業
計 

その他 

（注１）
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注３） 

売 上 高 

外部顧客への売上高 6,475 1,876 8,352 86 8,438 － 8,438

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 24 425 450 - 450 △450 －

計 6,500 2,302 8,802 86 8,888 △450 8,438

セグメント利益 2,706 142 2,848 28 2,877 △304 2,572

 
（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産仲

介等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△304 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△306 百万円等であ
ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費用であ
ります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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